
測量士補模擬問題
2026
写真測量



NO17三次元点群測量（間違い探
し）
• 正解...4

• 次の文は，公共測量における三次元点群データの作成について述べた
ものである。明らかに間違っているものはどれか。次の中から選べ。

• １．正しい。ＵＡＶ（無人航空機）写真点群測量において，三次元点群
データの位置精度を評価するため，標定点とは別に検証点を設置した。

• ２．正しい。ＵＡＶレーザ測量では，ＵＡＶに搭載した位置姿勢データ
取得装置及びレーザスキャナを用いて地形，地物等を計測し，三次元点
群データ及び数値地形図データを作成する。

• ３．正しい。ＵＡＶ写真点群測量において，性能など作業規程に規定さ
れた条件を満たしていれば，市販のデジタルカメラを使用できる。

• ４．間違い。車載写真レーザ測量では，車載写真レーザ測量システムを
用いて道路などを計測し，計測した距離と角度から三次元形状復元計算
により三次元点群データの座標を求めている。

• 車載写真レーザ測量では，車載写真レーザ測量システムを用いて道路
などを計測し，レーザスキャンデータ（計測した距離と角度）と最適軌
跡解析で得た結果を統合解析して，計測対象物の三次元点群データの座
標を求める。

•

• ５．正しい。ＵＡＶ写真点群測量において，作業地域内で最も標高の高
い地点及び最も標高に低い地点に標定点を設置した。

•



NO18...正解2
•写真縮尺 Τ1

𝑚𝑏

• 𝑚𝑏 = ൗ𝐻
𝑓 =

100𝑚

20𝑚𝑚
= 5,000

•橋の像をｍｍに換算する
と

• 𝓁 = 𝓁′ × 5𝜇𝑚 = 500 ×
5𝜇𝑚 = 2.5𝑚𝑚

•橋の長さ

• 𝐿 = 𝓁 × 𝑚𝑏 = 2.5𝑚𝑚 ×
5,000 = 12.5𝑚



NO19...正解4

ア：調整点の設置
イ：オリジナルデータ
ウ：グラウンドデータ
エ：その他の成果データ



No.20リモートセンシング
正解...2（間違いの組み合わせ）

• ａ．合成開口レーダ（SAR）は，観測対象物が自ら
放射する電磁波を受信して，その性質を調べる受
動型センサである。間違い。(レーダ装置からレー
ダを発射受信）

• ｂ.プッシュブルームとウィスクブルーム方式があ
り、前者はラインセンサ、後者はポイントセンサ
〇

• c.近赤外（NIR)は可視光より植物の反射率が低い、
は間違い。（正しくはNIRは反射率が高い）

• d.光学センサ（可視光線）は波長が短い、マイク
ロ波は波長が長い。〇

• e.熱赤外RSでは、対象物からの熱を観測し、水面
温度、雲の分布が検束できる。〇

• 答え2（a,c）



PushbroomとWhiskbroom

𝐿𝑎𝑛𝑑𝑠𝑎𝑡8 𝑙𝑖𝑛𝑒𝑎𝑟 𝑑𝑒𝑡𝑒𝑐𝑡𝑜𝑟𝐿𝑎𝑛𝑑𝑠𝑎𝑡7,その他以前の衛星
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